
 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月のねらい  
 
《３ 歳  たん ぽぽ 組 》  

・寒 さに 負け ず、 戸外 で体 を動 かし て 元 気に 遊ぼ うと する 。  
・自 分な りの 動き を出 し て 、動 物に なり きっ て の びの びと 表現  
する こと を楽 しむ 。  

《４ 歳   う さぎ 組 》  
・ 思 い や 考 え を 出 し 合 い な が ら 、 友 達 と 遊 ん だ り 活 動 し た り す る こ と を 楽
しむ 。  

・ 学 級 の み ん な で 取 り 組 む 中 で 、 友 達 と 気 持 ち を 合 わ せ て 一 緒 に 表 現 す る
楽し さを 感じ る。  

《５ 歳    そら 組 》  
  ・思 いや 考え を 様々 な方 法で 表現 し、 いろ いろ な活 動に 楽し んで 取り 組む 。 

・ 友 達 と 共 に 過 ご す 喜 び を 味 わ い 、 自 分 た ち で 遊 び や 生 活 を 進 め る 充 実 感
を味 わう 。  

 

２月  幼稚園だより 

                

 
 
ホームページ http://www.aen.arakawa.tokyo.jp/youchien/ogu/  

令和２年１月３０日 

荒川区立尾久幼稚園 

  園長  小島 武志 

創立 70 周年キャラクター  

おぐっぽー  

伝承遊びを楽しむ 

副園長 野口 真由美 

先日の誕生会のお楽しみでは、教師や保護者の方々によるお正月遊びの披露がありました。

コマ回し、羽根つき、竹馬などをする姿を見た子供たちからは、「すごい！」「上手だね」と拍

手や歓声があがり、「やってみたい！」「どうやるの」と興味津々でした。  

３学期が始まり、さっそくお正月遊びが始まりました。５歳児そら組では、投げゴマに挑戦

する姿が見られます。ひもの巻き方を友達同士で教え合ったり、コマが回るとどのくらい長く

回ったか、数を数え合ったりしています。４歳児うさぎ組では、ひもを引いて回す引きゴマを

楽しんでいます。ひもを速く引くと良く回ることに気が付き、繰り返し夢中で回しています。

３歳児たんぽぽ組では、手で回すコマを用意しました。自分で色を塗ったコマが回る様子を嬉

しそうにじっと見入っています。コマ回しの他にも、すごろく、カルタ、けん玉、あやとりな

どで、じっくりと遊んでいる様子が見られています。  

このような伝承遊びは、もともと祖父母や親から子供、孫に伝わっていったものです。けれ

ども現代は核家族化が進み、伝承遊びが伝承されにくくなっています。伝承遊びの良さは、一

人でも遊べるところにありますが、技を見せあったり、数人で勝負をしたりして、様々な世代

の人が関わり、コミュニケーションを広げることができるところにもあります。また、身体を

使った遊びも多くあるので、バランス感覚を養ったり、何度も繰り返し取り組むことで、あき

めないで取り組む力や集中力も培われたりします。新しい玩具などが豊富な現代ですが、昔な

がらの素朴な伝承遊びの良さも子供たちに伝えていきたいと考えています。  

保護者の皆様には、尾久幼稚園の教育に関するアンケートを取らせていただきました。ご協

力いただき、ありがとうございました。質問項目「尾久幼稚園のよいところ・強み」では『先

生と保護者、そして保護者同士のコミュニケーションも取りやすく、あたたかい幼稚園』『いろ

いろな経験ができて、仲間と一緒に成長できる』などの嬉しい言葉をたくさんいただきました。

子供たちの成長を保護者の方と共に喜び、子供たちも園も、みんなで一緒に成長していけるよ

うに、これからも取り組んでいきたいと思います。 

 



早春の光の中で遊ぶ 風の子たち！            

        

 

 

 

＜年少・たんぽぽ組＞ 

 ３学期から、玄関でおうちの方に「行ってきます」と手を振り、一人で保育室まで登
園するようになりました。名札も教師に手伝ってもらいながらできるようになり、進級
に向けて少しずつ自分でできることを増やしています。 

室内遊びでは、自分で色付けをしたコマを回して色の混ざりや変化を楽しんだり、メ
モリーカードや絵合わせカードを、友達や教師と一緒に繰り返し楽しんだりしています。 

ビニール凧を作ったので、赤土小学校の校庭で飛ばしました。寒い中で、何度も往復
して走り、凧が揚がると「先生、見て見て！」と自慢げに見せたり、凧が揚がる感覚を
楽しんだりしていました。自分で作った凧が、風に乗って揚がる様子を見るのは、本当
にうれしそうでした。 
 今月も、手洗いうがいを丁寧に行い、寒さに負けず、体を動かす楽しさと友達同士で
遊ぶ楽しさをより感じられるように援助していきます。 

＜年中・うさぎ組＞ 

 ３学期が始まり、カルタやすごろく、校庭での凧揚げなどお正月遊びを楽しんでいます。

園庭で遊ぶことも大好きで、「全然寒くないもん！」と言いながら、鬼ごっこや縄跳びな

どに夢中になっています。 

また、子ども会に向け、劇に必要な物をみんなで考えたり、作ったものを使って劇ごっ

こをしたりしています。動物になりきって動いたり、役になってやり取りをしたりするこ

とがとても楽しい様子で、「今日もやりたい！」と楽しみにしている様子です。合奏では、

楽器の音が友達と揃うことを感じ始めており、嬉しそうな表情を見せています。友達と一

緒に気持ちを合わせて動いたり合奏したりし、学級のみんなで活動する楽しさを感じられ

るようにしていきます。 

２月は、年長児から係の仕事などの引継ぎがあります。年長児への憧れの気持ちを受け

止め、期待感をもって取り組めるように援助します。 

＜年長・そら組＞ 

３学期の始業式では、一人ひとり、「今年頑張りたいこと」を発表したそら組の子ど

も達。好きな遊びの時間にも自分なりに目当てをもち、縄跳びや竹馬、鉄棒、コマ回し

などに繰り返し取り組んでいます。１人だと諦めてしまいそうなことも、友達と一緒に

取り組むことで「もう少し頑張ってみようかな…」という気持ちになり、根気強く取り

組む姿が見られます。また、「体を少し前にするといいかも」などコツを教え合ったり、

励まし合ったりする姿もたくさん見られます。友達ができるようになると自分のことの

ように一緒に喜び、その姿からさらに刺激を受け、新しいことにもどんどん挑戦しよう

としています。 

修了まで残り２ヵ月となりました。友達と一緒に過ごす喜びを味わいつつ、自分たち

で生活や遊びを進めていく楽しさを感じられるよう援助していきます。また、小学校と

の交流などをとおし、さらに就学への期待を高めていけるようにしていきます。 

◎免疫力をアップし、感染症にかかりにくくするために心がけましょう！   

・ 規則正しい生活  

・ バランスのとれた食事  

・ 人混みを避ける  

・ うがい、手洗いの励行  

・ 睡眠を十分に取り疲労をためないようにする  


